
　e は自然対数の底とし，c を正の定数とする。

(1)　方程式 x= -xce  は，0<x<c でただ 1 つの解をもつことを示せ。

(2)　a)0，b)0  に対して，不等式 -ae - -be ( a-b  が成り立つことを示せ。

(3)　(1) の方程式の解を  とし，数列 6 7nx  を， 1x =0， +n 1x =
- nxce  (n=1，2，3，……) 　により定める。このとき，

　　n=1，2，3，…… に対して，不等式 +n 1x - (c nx -  　が成り立つことを示せ。

(4)　(3) の数列 6 7nx  について，0<c<1 のとき， 
.n *

lim =nx  を示せ。

（入試演習）　　　　　平均値の定理と極限


